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本
館
、
分
館
と
も
年
米
は
路
湾
叫
品
目
ロ

ま
で
a

年
始
は

I
n
e悶
か
ら
間
開
勧
捕
し

ま
す
。
な
お
、
休
餓
中
円
本
及
び
C
D
、

カ
セ
ァ
ト
的
議
却
は
本
館
、
分
館
と
も

で
寄
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ω撚
即
時
体
安
慾

ど
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ソ
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一
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成
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潟
臨
時
打
、
笈
天
中
止
)
後
付
午
約

8
時
泊
分
か
ら
Q
u
時
日
日
分
譲
で
削
閉
会

式
午
前
9
持
泊
分
録
時
錦
織
鎗
や
節
目
即

時
開
会
式
午
紛
れ
持
部
品
川

V
議
所
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沈
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中
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む
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河
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フ
ァ
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M
J
V
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人
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学
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か
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ベ
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全
日
税
同
M

V
出
滋
蝉
凧
帥
帽
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潟
地
で
き
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抽
出
カ
を

世
帯
す
る
入
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た
だ
し
一
般
、
壮
年
の
務

は
1
時
間
間
以
内
に
完
走
で
き
る
人
〉

也
事
率
的
問
に
獲
婦
の
綾
康
診
断
者
受
け

然
常
め
な
い
入
学
小
・
中
学
悠
に
つ

い
て
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係
議
者
約
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開
滋
滋
争
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出
し

た
人

V
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世
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叫
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川
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m

v申
必
カ
議
所
定
的
申
込
闘
用
紙

〈
市
市
災
体
育
館
、
荷
役
所
広
務
間
内
務

支
保
閉
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用
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)
に
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纂
頭
骨
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仰
向

し
、
-
湾
9
8
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火
、
必
枇
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ザ
ま
で
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貿
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衛
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ま
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役
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滋
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8
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時
間
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時
か
ら
午
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時
ま

で
で
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。
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日
か
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詰
ま
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テ
レ
ホ
ン
勾
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r
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〈
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〉
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3
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盤

総
綴
篠
田
間
@
議
畿
や
集
滋
一
の
向
上
な
ど
は
よ
り
、
日
本
人
mw域
紛
寿
命
日
悼

年
々
砥
び
℃
い
ま
す
。
と
れ
応
隊
倒
し
て
老
人
傑
憾
の
慾
療
費
も
鱒
絞
滋
加

し
て
い
る
窮
状
料
、
神
明
。
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ヲ
留
は
、
場
人
医
療
の
期
獲
磁
波
鱗
し
℃
い
た
だ
〈
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納

長

療

警

察

盛

岡

等

事

郊

あ

さ

善
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議

窓

捕

獲

量

を
つ
け
、
腕
る
い
老
後
議
じ
ま
し
ょ
う
よ
車
線
)

こ
の
な
か
で
医
療
を
見
る
と
、
時
年

々
度
の
俊
樹
摺
策
的
負
鐙
割
合
は
風
刺
虫
め
と

お
り
で
す
e

後
き
ん
が
摘
気
キ
ケ
が
を

し
た
脇
町
に
滋
療
機
関
社
ど
で
治
療
を
受

昭
和
田
部

znに
老
人
保
健
桜
が
総
け
た
禁
固
m
N
M
、
臨
己
負
担
担
割
酬
を
跡
附
い
て
、

一
行
事
れ
て
以
来
、
恋
人
後
線
的
事
業
ぷ
梼
さ
ん
が
漏
入
し
て
い
る
医
療
保
臨
時
有
山
間
車
、
袋
線
離
が
お
い
単
品
齢
翁
人
口

は
、
時
議
以
上
の
方
を
対
象
札
録
媒
だ
〈
問
闘
終
終
緩
保
設
や
綴
際
保
険
制
組
合
な
的
議
加
捕
に
と
も
な
勺
て
、
殺
診
開
問
教
が

け
で
な
〈
、
予
約
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
テ
i

ど
)
か
ら
の
幾
出
刷
会
ど
け
で
な
く
、
附
闘
、
多
〈
な
ゥ
た
り
、
入
院
期
間
が
炎
〈
な

V
務
ン
ま
で
一
寅
し
た
銀
総
サ
i
ピ
ス
熱
波
び
十
市
町
負
鎌
倉
で
ま
か
な
わ
れ
て
っ
て
い
る
こ
ど
が
機
凶
闘
で
す
@

が
あ
り
ま
す
e

い
ま
す

D

帥
糊
榔
鵬
ぞ
明
る
い
議
後
者
滋
ご
す
た
め

一
方
、
市
的
滋
人
医
療
費
は
、
残
2

に
は
、
機
終
的
早
綴
致
死
、
紙
…
鍛
治
療

め
と
お
り
年
々
棄
し
、
一
人
当
た
り
も
必
要
で
す
が
、
ふ
だ
ん
か
ら
の
綴
際

的
回
臨
機
竣
も
増
え
て
い
ま
す
ご
」
れ
は
、
附
田
糊
慨
が
・
火
切
で
す
.
こ
れ
か
ら
の
高
齢
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政
問
川
省
中
旬
を
過
ぎ
る
と
探
容
は
一
。
ホ
滋
畿
の
猿
結
予
数
拙
刊
紙
し
に
く
い
も
の
で
す
。
蛇
口
を

建
設
し
く
な
り
ま
ナ
。
気
温
が
す
イ
屋
外
じ
隊
機
し
た
本
選
管
や
仲
間
口
に
全
部
務
め
て
、
メ
ー
タ
ー
を
織
物
齢
し

ナ
ス
4
度
以
下
い
い
な
る
と
水
道
管
内
は
、
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
格
的
保
滋
チ

A
t
で
く
だ
さ
い
。
揃
い
パ
イ
ロ
ッ
ト
サ

凍
総
務
総
が
多
く
な
り
も
本
が
山
山
な
プ
音
機
象
‘
防
寒
じ
ま
し
ょ
、
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ク
〈
ふ
組
問
凶
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墨
印
〉
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タ
し
守
も
岡
山

く
な
っ
た
り
、
本
議
管
や
メ
ー
タ
ー

O
も
し
、
水
満
雄
官
が
噛
揮
っ
た
ら
っ
て
い
た
ら
漏
水
で
す
e

液
晶
脇
市
殺

が
級
事
る
ニ
と
も
あ
り
*
字
。
略
本
毒
薬

Z場
合
は
、
内
自
然
に
惚
茶
道
工
事
警
護
を
依
頼
し
て

和

印

専

に

は

、

市

内

で

く

だ

普

い

剛

0

2
事

幡

宮
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r
z
'
b
F
〉
♂
、
b
2
5語
な

お
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室

率

的

審

議

事

故

が

購

富

力

忠

雄

謹

鑓

田

空

妻

、

年

李

総

こ

り

ま

し

た

。

始

擦

水

晶

一

…

一

勝

股

〈

2
蕊

宅
内
本
綾
絞
め
維
持
」
醐
ヤ
師
事

s、
E
4
』

v
h

，F・
伊
』
門
旬
、

J

参
綴
)
へ
草
地
絡
し
て
く

撃

は

、

所

有

者

的

労

圃

4
門
駅
、

S
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2
2
E
4
J
.
ま
い
“

が

行

、

?

と

と

に

な

っ

て

〈

本

滋

潟

)

い
ま
す
。
報
総
務
散
で
漏
水
し
た
機
溶
け
る
の
を
符
っ
か
、
ぬ
る
ま
滋
を
か

合
、
水
道
料
金
や
修
抽
橋
脚
質
な
ど
で
恩
げ
て
溶
か
し
ま
し
ょ
う
。
熱
湯
を
か
け

わ
ぬ
綴
殺
者
し
な
け
れ
ば
同
な
り
ま
せ
る
と
磁
削
概
す
る
こ
と
も
あ
号
ま
す
。

令
凍
結
帯
数
が
終
こ
ら
な
い
よ
う

Q
漏
本
誌
メ
ー
タ
ー
で
穣
認
を

率
的
に
水
道
管
内
防
諜
準
跡
鳴
を
し
ま
篠
山
附
し
た
替
か
ら
の
機
水
は
、
発
見

し

よ

う

。

で

き

ま

す

が

、

時

F
や
地
中
的
機
本
は
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動霊
量所
害等

海
底
、
飲
食
潟
、
工
場
、
病
銭
、
事

借
地
試
問
響
か
ら
お
る
プ
ミ
は
由
同
己
盤
磯
山
V

僚
制
問
と
な
フ
て
い
ま
す
。
し
か
し
‘
自

分
の
と
こ
ろ
で
ブ
ミ
を
蹴
地
球
で
魯
な
い

機
告
は
、
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
i
へ

襟
入
す
品
か
、
十
市
再
許
可
級
品
骨
に
隔
地
理

令
品
位
類
し
て
く
だ
き
い
.

品
組
綾
廃
業
物
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
i

ン
セ
ン
タ
ー
へ
滋
入
で
善
ま
せ
ん
丹
で

ご
注
意
く
だ
善
い
鯵

ま
た
、
一
般
家
磁
ブ
ミ
で
も
多
且
県
民

山
山
て
雑
緩
記
聞
出
勺
た
場
A

甘
や
部
川
急
畑
地
曜
唱

し
た
い
場
合

ιは
.
直
接
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
搬
入
で
き
ま
、
究

な
お
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
鍛
入

17僚5冊。方向。0%)

陸
寵
費
通
知
選
実
施

滋
で
は
お
国
体
機
融
関
内
鋭
等
を
知
る
と
は
や
め
ま
し
さ
三

と
で
帥
融
機
づ
〈
り
に
対
す
る
綾
織
を
宜
向
@
ク
ス
リ
を
む
や
み
に
欲
し
が
ら
ず
お

め
て
い
た
だ
く
た
的
、
医
療
焚
滋
知
を
医
者
き
ん
め
綴
一
京
本
み
す
り
ま
し
ょ
、

1

撒

常

時

期

し

ま

す

。

や

か

か

り

つ

付

の

お

鐙

者

き

ん

を

つ

く

こ
の
脳
陣
燦
繁
遜
知
を
機
会
に
、
制
度
り
‘
綴
蹴
相
し
て
担
制
裁
す
る
よ
う
に
し
ま

に
対
す
る
務
総
を
涼
め
て
い
た
だ
〈
と
し
よ
う
穆

と
も
に
、
倭
療
の
火
殺
害
を
知
っ
て
い

4

句
通
知
蒔
織
と
鴻
知
内
容

た
だ
き
、
日
朝
か
ら
健
康
す
欄
怖
に
心
後

け
て
く
だ
き
い
織

ま
た
、
市
邑
療
機
関
で
の
治
療
が
無
駄

に
な
ら
な
い
よ
う
仁
吋
止
の
に
と
壱
山
す

り
ま
し
ょ
う
。

-
問
問
ヒ
拘
気
で
出
問
教
の
掬
絡
に
行
〈
の

は
自
己
処
理
事
}

!
ン
セ
ン
奈
川
↑
か
許
可
業
教
へ

し
た
ブ
ミ
の
純
潔
に
つ
い
て
は
、

F
託

料
金
表
的
と
お
り
純
分
料
金
が
か
か
り

ま
寸
。

V
伺
い
会
わ
せ
生
活
環
機
謙
一
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
}
惜
円
前
)
0
0
1
5

必句品開
Y
A
m
間
付
時
間
関

波
宮
岬
暗
-
m
慨
娯
誌
は
織
入
で
事
ま
せ
ん
。

お
総
受
付
時
間
州
内
に
機
入
を
お
緩
い
し

ま
す
。
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らかお

ぷ
附
融
問
途
上
図
的
人
の
た
め
に
鰐
か
で

蕗
札
ぱ
P
怠
っ
た
の
が
応
募
の
滋
織
で

す」
時H
年
出
体
外
務
カ
際
関
試
験
に
見
事
一

波
で
パ
ス
n

木
工
殺
人
と
し
て
の
践
を

綴
泰
、
最
訴
に
な
っ
た
会
社
を
退
鞠
し

て
赴
径
す
る
こ
と
を
決
滋
“

2
か
月
半

円
時
間
絡
を
終
え
、
ぷ
府
議
が
う
ま
く
必

じ
る
か
心
掛
蜘
だ
が
、
も
つ
職
議
る
し
か

島
り
ま
せ
ん
い
と
議
一
す
表
情
は
す
が
す

が
し
い
。

赴
任
地
は
、
骨
回
線
ア
ピ
ア
か
ら
m
w
~

縫
れ
た
ウ
リ
吋
ヱ
ザ
オ
中
学
校
!
こ
こ
で

B
由
記
年
総
、
家
具
舟
山
組
み
立
て
な
ど
の
木

イ
一
又
技
術
的
指
導
を
し
、
表
地
の
人
と
糸

口
…
一
舗
を
共
に
す
る
。

如
叩
一
「
向
こ
ヲ
的
人
は
め
ん
が
り
し
て
い

惚
一
る
よ
フ

Tす
a

掲
の
よ
う
な
一
隔
が
よ
く

引
官
級
み
と
い
う
の
で
、
雨
を
三
ワ

i
代

{
 

誌

で
み
ほ

一一込一坑

しトハヮロル

申

政

呂
秀
志
営
住
宅
{
所
戦
抽
邸
宅

mu
発

1

3
2
番
地
)
的
人
総
務
を
次
的
と
お
り

務
験
し
ま
す
α

ザ
募
総
内
務
袋
A
の
と
お
り

wv
入
康
者
資
格

金
市
内
に
校
校

L
、
総
絞
殺
銑
を
し

て
い
る
人
a

ま
た
は
前
向
に
勤
務
し
て

い
る
人

診
品
怖
に
役
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

③
二
人
以
上
で
停
車
計
者
作
品
て
て
い
る

人V
人
間
珊
資
線
級
入
基
準
褒
自
お
よ
び

淡
C
の
ど
お
り
令
な
お
、
謀
錦
、
恋
人

は
抽
出
に
特
別
控
除
が
島
り
ま
す
。

マ
募
築
制
問
限
付
M
U
月吋叫
uu
〈
側
月
〉
(
応
募

者
多
数
約
機
合
は
叫
制
緩
)

四

v
申
し
九
地
み
申
込
吾
首
に
必
革
質
事
品
訓
告

プ
ラ
ン
が
次
か

わ
り
ね
す
る
な
ど
し
て
、
の
ん
び
り
や

り
ま
す
よ
L

と
話
す
そ
の
…
カ
で
、
ー
ク

ギ
を
使
わ
な
い
で
情
熱
災
者
総
み
立
て
る

駒
山
魁
{
ほ
ぞ
ぐ
み
て
組
組
事
と
い
っ
た
自

本
の
絞
淡
合
鍛
え
た
い
。
砲
な
と
き
は

ゑ
絞
め
家
や
凶
っ
て
い
き
た
い
。
胤
問
機

組
慨
を
作
ゥ
て
あ
げ
る
安
ど
し
て
、
拙
問
鋭

的
叫
に
波
地
的
人
と
の
2

ミ
ぷ
ニ
ケ

t
シ

初、
J

を
間
関
っ
て
い
き
た
い

L

と
稔
秘

的
か
ら
、
プ
ラ
ン
が
次
か
ら
次
へ
と
お

て
く
る
。

新
た
な
山
開
発
日
仏
総
総
を
蹴
す
わ
が
子

争
後
緩
め
今
浅
さ
ん
は
「
高
校
時
代
、

パ
イ
ク
か
欲
し
い
と
い
っ
て
、
…
部
品
叫

く
も
午
品
開
3
時
間
分
緩
急
で
料
開
蹴
開
制
蜘
泌

を
し
た
作
家
志
内
総
い

F
~
一
人
で
生

て

ん

g
L

喜

と
れ
九

日
燃
し
同
車

隊

後

;

・

"

制
崎
村
町
制
州

制
引
き
本

年

サ

ド

i

湾

総

わ

語

d

匂
表

S

市中川地

借
躍
は
、
建
築
指
導
課
、
各
支
所
、
行
政

連
絡
所
に
闘
用
慾
し
で
あ
り
ま
す
白

V
凶
闘
い
脅
わ
せ
様
相
挽
篠
崎
特
譲
管
理
係

評
て
い
け
る
チ
で
す
よ
L

と
温
か
〈

問
見
守
り
、
一
土
壇
ワ
山
山
す
。

経
鼠
の
凶
サ
モ
ず
は
、
中
部
臨
太

平
洋
サ
モ
ア
線
終
的
フ
ち
、
西
経
1

7
1
絞
以
磁
の
島
建
盟
主
は
神
議

川
端
惜
と
ほ
ぼ
開
閉
じ
で
、
念
体
内
約
問

%
は
執
…
府
間
雨
林
に
よ
っ
て
点
め
ら
れ

て
い
る
。

w
協
品
什
淡
滅
的
燦
裁
の
ほ
か

林
然
、
抽
制
裁
、
統
光
司
同
開
発
を

滋
め
る
な
ど
、
い
ま
新
し
い
閲

づ
く
り
に
取
り
緩
ん
小
、
い
る
、

図
づ
く
り
に
あ
削
減
な
人
材
的

資
総
に
協
力
ゃ
?
!
と
}
の
要
請

む
応
え
、
あ
の
J
L早
急
」
の
作
者

口
パ
ー
ト
-
ル
イ
ス
・
ス
テ
ィ

ー
ヴ
ン
ソ
ン
が
殺
し
‘
輸
相
ら
し

た
楽
し
い
ぬ
ヘ
リ

Hnmωa.
お

織
的
資
年
が
旅
立
っ
た
。

産
の

申
告
は
1
月
訪
問
が
ら
出
自
ま
で

償
却
資
底
的
品
川
中
制
品
備
は
、
平
成
2
年

1
月
1
臼
視
点
、
潜
山
内
に
一
昨
夜
す
る
同
副

知
災
絃
に
つ
い
で
申
告
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
綴
緩
ま
C
に

必
ず
開
提
出
し
て
く
だ
き
い
6

中
務
し
な

か
っ
た
り
、
託
期
間
な
附
嶋
市
闘
を
く
し
て
虚

偽
内
山
中
ι

坊
を
L
た
場
合
は
、
凶
地
方
税
法

や
ふ
巾
税
義
州
問
に
よ
り
過
科
を
科
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
‘
ゃ
ん
蹴
及
び
繁
盛
以

外
的
事
耕
地
内
隙
に
叫
附
す
る
こ
と
が
で
き

る
炎
畿
で
、
そ
的
持
掘
削
淡
却
額
ま
た
は

滅
慾
淡
町
判
曲
目
が
法
人
総
法
ま
た
は
叫
問
機

税
法
の
裁
定
に
よ
る
所
得
的
計
滋
上
山
愉

早
い
も
的
で
今
年
も
、
も
一
フ
議
れ

の
大
縁
仏
悼
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

守
防
は
、
家
総
岡
市
洗
品
開
削
と
石
け
ん

J

縫
っ
た
時
援
に
つ
い
て
お
訴
し
し

ま
す
a

R
M

家
縫
用
洗
浄
綴
で
の
機
時
開

山
事
情
聴
納
品
開
沖
約
に
は
、
次
亙
塩
索

叫
賦
ナ
ト
ワ
ウ
ム
な
ど
を
使
間
指
し
て
い

る
滋
素
系
の
も
の
と
、
議
終
な
ど
を

使
用
刑
し
た
腕
眠
法
タ
イ
ヅ
め
も
の
が
あ

り
ま
寸
め
や
¥
役
、
フ
前
に
は
表
一
部
を

L
っ
か
り
見
ま
し
ょ
う
。

金
ま
た
は
必
要
な
絞
殺
に
総
人
容
れ
る

も
の
を
い
い
ま
す
ω

都
品
偽
…
応
部
般
に
申
恥
口
し
た
ト
々
に
は
申

務
会
合
M
M
H
中
旬
に
送
付
し
ま
す
が
、

平
成
一
瓦
年
中
に
新
た
に
支
棋
を
絞
め
ら

れ
た
方
は
や
市
役
所
線
級
総
家
経
毅
変
絡

ま
で
ご
滅
的
物
く
灯
多
い
ω

な
お
闘
用
紙
不
足
ま
た
は
申
告
等
に
つ

い
て
不
明
主
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
隊

問
昨
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
寺
い
。

V
串
後
期
間
平
成
向
。
和
-
E
A

月
5
日
か

ら
羽
詰

V
録
制
慌
譲
家
間
且
積
査
保
程
一
部
〉
1
1

1
1
内
線
3
3
6
・
3
3
7

町

4
4
騨」

款
は
怒
り
の
曲
学
際
で
み
る

4

ア
ケ
ヒ
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
カ
ラ
ス
ウ
リ

ャ
ど
、
つ
ゐ
か
ら
破
れ
る
果
実
は
た
ま

ら
な
く
紋
b
A
Y
ヒ
さ
せ
る
コ

ま
た
、
選
銭
、
闘
の
あ
ぜ
川
川
間
航
な

ど
で
よ
く
同
見
掛
け
る
織
殺
わ
り
な
つ
ら

藤
い
イ
シ
芝
の
り
ヴ
が
あ
る
切

明
}
的
革
は
枝
先
に
識
的
ー
よ
う
な
館
前
船

イさタ窓弗

(たで科)

を
持
ち
主
杭
に
な
る
と
‘

弁
の
な
い
小
き
な
花
を
山
吹
か
せ
み

h

そ
し
て
花
が
終
る
主
、
九
い
来
世
ん
的

関
が
、
地
町
内
ょ
っ
4
m町
東
向
上
に
で
診

て
い
か
に
も
お
も
し
ろ
い
。

果
実
は
山
内
録
的
庁
ク
に
匂
哀
れ
、
同
閉

め
は
駄
の
h

闘
い
ど
が
、
や
が
て
剖
紫
色
、

被
保
地
奮
の
み
な
さ
ま
の
利
阪
と
事

務
処
理
の
効
率
化
を
絞
る
た
め
.
防
災

年
金
保
険
料
の
お
支
払
い
は
、
口
座
優

勢
が
総
本
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
下
畿
の
取

り
殺
い
金
滋
峰
時
間
開
で
、

お
絞
り
く
だ
さ
い
。

z
口
座
援
軸
甘
口
つ
い
て

5

会
口
勝
以
蹴
縁
日
は
月
持
率
内
向
で
す
固

た
ど
し
、
求
目
が
4
f
d
閥
臨
時
照
的
体
nn
に

お
た
る
場
合
は
、
前
営
業
自
が
機
縁
日

と
な
り
ま
す
。

仰
い
ル
機
絞
め
主
す
に
兇
え
る
こ
の
ふ
悶
哨
ヘ
「
パ
ス
附
m
し
な
ど
削
用
途
を
践
に
し
た

た
つ
の
洗
浄
剤
者
殺
ぜ
合
わ
せ
る
と
、
淡
梯
制
が
出
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ひ
換
釜
一
閉
め
汚
れ
蒸
し
:
:
ぬ
る

銘
学
反
応
で
塩
素
ず
ス
が
発
生
し
ま
す
。
ら
の
洗
市
制
聞
は
、
多
合
成
分
や
濃
淡
脅
め
の
お
湯
に
洗
た
く
よ
り
タ
し
務
的

こ
の
滋
察
庁
ス
は
人
体
に
と
》
て
篠
嘩
変
、
ぇ
一
用
途
別
に
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
の
杭
明
石
け
ん
と
粉
お
け
ん
と
間
開
放
の

で
、
即
時
℃
都
放
は
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
が
多
い
よ
う
で
す
。
テ
レ
ピ
等
で
行
う
小
変
斡
を
滋
か
し
、
こ
の
漆
議
に
操

り
ま
す
抱
後
命
制
的
傍
潟
は
、
絶
対
に
〆

i
カ
i
め
笈
伝
に
彰
容
を
づ
け
、
さ
ん
別
問
閣
を
mw
八
げ
は
ど
つ
け
て
か
ら
ぞ
っ

し
な
い
よ
、
ヲ
に
し
ま

L
ょ
う
n

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
洗
浄
剤
合
総
え
て
き
ん
で
鞍
〈
こ
す
り
ま
す
。

O
風
呂
場
め
汚
れ
畑
惜
し
e

・
・
粉
む

闇
除
機
縁
櫨
幽
商
品

5
3↓へ
J
r
1
9
量
要
旨
関
脇
量
覆
汁
ん
を
織
り
か
け
、
い
誌
に
協
し
た

議

供

議

副

議

副

島

靖

}

箆

鑓

議

為

欝

密

画

除

草

ニ

す

り

、

本

で

流

し

ま

す

。

タ

醐

ad犠
警

漉

翻

伊

国

描

鋸

…

糊

凶

喜

朗

蝉

錯

誤

宮

駅

周

島

三

塁

は

、

古

い

禽

ブ

ラ

シ

な

ど

に
石
け
ん
を
直
接
つ
け
て
プ
シ
コ
シ

ま
た
、
一
一
機
綴
内
総
浄
剤
だ
け

rも
的
民
間
捕
す
る
の
は
、
考
え
も
の
で
す
。
洗
う
か
、
水
2
川いいい齢山間
J
げ

A

を
治

吋
気
分
が
緩
く
な
っ
た
仏
、
「
耐
叫
が
か
よ
ひ
お
け
ん
で
の
婚
徐
え
た
篠
崎
帆
ぞ
こ
す
り
ま
す
お

れ
た
し
な
ど
的
報
告
が
あ
り
ま
す

D

淡
人
体
へ
の
惑
を
考
え
る
と
、
徐
に
後
九
日
や
み
に
過
激
な
洗
浄
黙
を
抽
出
、
ヲ

持
制
チ
後
同
期
す
る
と
き
は
‘
後
然
者
十
余
な
石
け
ん
の
一
判
問
問
を
お
紛
め
し
卒
す
。
前
に
、

ζ
め
さ
フ
に
石
け
ん

T
今
年

分
に
し
て
、
?
ス
ク
や
争
的
械
な
ど
で
体
石
け
ん
は
吋
体
を
池
山
う
へ
「
淡
た
〈
を
の
汚
れ
を
務
し
て
み
て
は
い
か
が
で

を
保
晴
慨
し
た
カ
が
よ
い
で
し
ょ
う
ロ
す
る
」
だ
け
め
も
の
と
容
わ
れ
が
ち
で
し
ょ
う
か
。

ま
れ
ヘ
絞
授
は
ぷ
n所
用
一
、
、
ト
イ
レ
ナ
が
、
つ
ま
く
後
間
出
す
れ
ば
、
家
庭
内
〈
中
市
民
生
活
端
部
崎
市
費
生
活
係
)

中
か
通
白
川

色
で
つ
や
の
あ
る
綬
燃
が
数
わ
れ
る
。

イ
Y

ミ
カ
ワ
は
、
幕
一
や
議
以
前
に
下
向

史
的
仰
を
符
九
、
刺
で
つ
る
を
支
え
て

他
的
草
や
本
仁
詩
A
付
〈
。

こ
の
料
は
料
品
仁
手
ゃ
れ
闘
れ
る
と
強

い
摘
み
を
感
じ
る
。

ま
れ
九
時
判
品
別
的
付
け
按
で
、
内
野
内

(
丈
・
府
中
W
A

佐
久
欄
間
的
同
行
)

内w
品V
4
制
緩
答
を
4
却
凶
離
さ
れ
hr場
合
川
叫

平
成
一
五
年
度
分
は
持
湾
総
務
で
行
い
、

平
成
岳
部
夜
分
か
ら
金
山
制
緩
替
と
な
り
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